
農
村
民
泊

し
ま
せ
ん
か
？



阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園

阿
蘇
地
域
は
、
国
立
公
園
が
誕
生
し
た
そ
の
年（
１
９
３
４
年
）、「
阿
蘇
国
立
公
園
」と

し
て
指
定
を
受
け
１
９
８
６
年
に
名
称
が
、
現
在
の「
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
」と
な

り
ま
し
た
。
公
園
南
部
の
阿
蘇
山
の
周
辺
で
は
、
噴
煙
を
あ
げ
る
中
岳
の
火
口
や
美
し

い
円
錐
形
を
し
た
米
塚
、
広
大
な
草
千
里
ヶ
浜
、
そ
れ
ら
を
取
り
ま
く
火
口
原
と
外
輪

山
な
ど
、
雄
大
で
素
晴
ら
し
い
風
景
を
連
続
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
公
園

中
部
の
く
じ
ゅ
う
連
山
の
周
辺
で
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
硫
気
現
象
が
み
ら
れ
火
山
特

有
の
風
景
地
が
点
在
す
る
ほ
か
、
久
住
高
原
や
飯
田
高
原
な
ど
の
広
大
な
草
原
、
さ
ら

に
は
学
術
的
に
も
貴
重
な
湿
地
な
ど
、
見
ど
こ
ろ
が
豊
富
な
地
域
で
す
。

ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
は「
阿
蘇
火
山
の
大
地
と
人
間
生
活
」を
テ
ー
マ
に
、
数
十
万
年
に

お
よ
ぶ
火
山
活
動
で
で
き
た
世
界
有
数
の
巨
大
カ
ル
デ
ラ
の
ほ
か
、
現
在
も
続
く
火
山

活
動
を
体
感
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、こ
の
大
自
然
を
舞
台
に
有
史
以
前
か
ら

繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
人
間
の
生
活
や
、
特
有
の
文
化
、
景
観
も
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
２
０
１
４
年
９
月
に
阿
蘇
地
域
は
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
盟

し
ま
し
た
。

世
界
農
業
遺
産

阿
蘇
地
域
で
は
草
原
を
人
が
管
理
し
続
け
る
こ
と
で
日
本
最
大
級
の
草
原
を
維
持
し
て

い
ま
す
。
人
々
は 

四
季
を
通
じ
て
、
草
を
焼
く「
野
焼
き
」、
牛
や
馬
を
放
つ「
放
牧
」、
草
を

刈
る「
採
草
」を
中
心
に
草
原
の
管
理
を
行
い
ま
す
。
阿
蘇
の
野
焼
き
は
表
面
だ
け
を
焼
く

た
め
、
土
中
の
植
物
の
種
や
昆
虫
に
影
響
が
な
く
、
希
少
な
動
植
物
が
数
多
く
残
っ
て
い

ま
す
。
草
原
を
生
か
し
た
畜
産
業
が
盛
ん
な
阿
蘇
で
す
が
、
火
山
性
土
壌
の
土
地
を
長
年

か
け
て
改
良
し
、
涼
し
い
気
候
風
土
を
活
か
し
た
米
や
多
様
な
野
菜
の
生
産
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
２
０
１
３
年
に
は
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

阿蘇は、九州のほぼ真ん中、熊本県の北東部に位置します。東西１８km南北２４ｋｍに及

ぶ世界最大級のカルデラ、火山、1000年守り続けてきた草原がつくりだす雄大な景観、

１５００か所の湧水、温泉、農産物、温かく迎えてくれる人、魅力のあふれるところです。  

◆阿蘇
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■ 千年以上まもられてきた草原の景観と暮らし
■ 世界農業遺産、世界ジオパーク認定
■ 最も自慢できるのは、受入家庭の皆さん！

阿蘇におけるファームステイの特徴

１
日目

２
日目

16:00 入村式

16:30 各家庭へ

 夕食づくり、入浴、団らん

16:00 入村式

16:30 各家庭へ

 夕食づくり、入浴、団らん

 6:30 起床

  朝食づくり、家業体験

10:00 各家庭にお別れ

10:30 退村式

 6:30 起床

  朝食づくり、家業体験

10:00 各家庭にお別れ

10:30 退村式

◆農泊の流れ(一例)

秋（９月～１２月）
野菜の収穫、稲刈り、藁干し、
野菜出荷準備等

秋（９月～１２月）
野菜の収穫、稲刈り、藁干し、
野菜出荷準備等

春（４月～７月）
野菜の種まき、苗の植え付け、水やり、
堆肥づくり、家畜のえさやり等

春（４月～７月）
野菜の種まき、苗の植え付け、水やり、
堆肥づくり、家畜のえさやり等



来
て
来
て
来
て

見
て
見
て
見
て

発
見
発
見
発
見

笑
顔
と
感
動
の
ふ
れ
あ
い
民
泊

笑
顔
と
感
動
の
ふ
れ
あ
い
民
泊

◆農泊体験の様子
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山部 今朝範・優子さん
ご夫婦（阿蘇市）

佐藤 幸治・法子さん
ご夫婦（南小国町）

北 信一・千鶴さん
ご夫婦（南小国町）

荒牧 光博・慶子さん
ご夫婦（高森町）

渡邉 力丸・由紀子さん
ご夫婦（阿蘇市）

中村 和章・圭奈さん
ご夫婦（南阿蘇村）

他にもいろんな受入家庭が
みなさんをお待ちしています。

山部 今朝範 優山部 今朝範・優
ご夫婦（阿蘇

◆受入家庭のご紹介
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保護者・学校 引率教員・添乗員

阿蘇地域
農泊推進協議会

・
阿蘇グリーンストック

警察 救急・消防 医療機関

受
け
入
れ
家
庭

緊急時対応の流れ

連絡

対応 対応 対応

指示

指示

指示

連絡・相談 連絡・相談

連絡・相談・対応

JTBファームステイ保険

施設所有（管理）者賠償責任保険／生産物賠償責任保険（免責金額：０円）

保険期間（受け入れ期間）７日間まで（１泊２日～６泊７日まで）

担保項目 保険金額

対人賠償1名保険額 ７０００万円

対人賠償１事故保険額／期間中支払限度額 １億円

対物賠償１事故保険額／期間中支払限度額 １０００万円

加入保険内容

安全管理対策

○安全管理の知識を高めるため、食品取り扱いに関する衛生講習会や安全講習会を行い、すべての
　受け入れ家庭に受講を義務付けています。

○参加者のアレルギー等の情報を事前にご報告いただき、受け入れ家庭と情報を共有し対応いたします。
　緊急連絡網を備え、全家庭に周知徹底を図っていきます。

○安全管理には最新の注意を払っておりますが、万が一の場合に備え、保険に加入しています。

◆保険、緊急対応
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冠ヶ岳
1154m

玖 珠 市日 田 市

九 重 町

五ヶ瀬町

椎葉村

至 宇城市 ・ 益城町

高森

阿蘇

立野

N

山都町

高森町

南阿蘇村
西原村

阿蘇市

産山村

南小国町

小国町

28

387

442

212

57

325

265

265

325

218

俵山
1095m

地蔵峠

根子岳
1433m

高岳
1592m

中岳
1506m

烏帽子岳
1337m

大観峰

南
阿

蘇
鉄

道

J R 豊 肥 本 線

高千穂町

菊池市

宮地

高森

杵島岳
132１m

阿蘇くまもと空港

竹田市

最新の交通情報をご確認下さい。

www.qsr.mlit.go.jp/bousai_joho/tecforce/pdf/asoaccess
国土交通省 阿蘇地域アクセスルートマップ

阿蘇くまもと空港から

バス 約６０分

福岡　JR博多駅→JR鹿児島本線

 九州新幹線でJR熊本駅下車

 熊本駅からバス　約１２０分

熊本　JR熊本駅→JR大津駅

 JR大津駅からバス　約６０分

大分　JR大分駅→JR阿蘇駅

 特急列車で　約１時間５０分

熊本ICから阿蘇　バス 約６０分

福岡ICから日田経由で阿蘇　バス 約２時間３０分

◆交通ガイド
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平成２９年度 農林水産省農山漁村振興交付金（農泊推進対策）事業

お問い合わせ

阿蘇地域農泊推進協議会
事務局 公益財団法人 阿蘇グリーンストック

〒869-2307 熊本県阿蘇市小里656-1
阿蘇草原保全活動センター『草原情報館』

TEL 0967-32-3500
FAX 0967-32-3355




